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最上小国川流水型ダム視察
（最上町）

県立新庄病院開院・内覧会

国有林道 豪雨災害現場視察
（舟形町）

里芋出荷作業を見学
（真室川町）

山形県税理士政治連盟
定期大会・懇親会

遊びと学びの交流施設
「くるんと」竣工式（長井市）

元祖芋煮会（中山町）

庄内町後援会国政報告会尾花沢牛肉まつり

酒田のラーメンexpo2023 小国町高齢者体育大会 朝日町ワインまつり
（桃色ウサヒと）

　４ヶ月間もの政治空白後、10月

20日にようやく第212回臨時国会

が始まりました。岸田総理は、6

月の通常国会終盤以来、解散

カードをちらつかせ続けていま

すが、ウクライナに続き中東情勢

も緊迫化し、国民生活への影響

拡大が懸念される中、総理が考

えるべきは、「いつなら選挙が与党に有利か」では

なく、「今実行すべき政策は何か」です。

　総理からは、９月25日の会見で「10月中に経済対

策を取りまとめる」との言及がありましたが、最近発

表された各種統計を見ると、企業倒産件数の大幅

増や消費の冷え込み、実質賃金の低下が顕著に

なっています。こうした厳しい企業や家計を取り巻

く経済状況に対処するためにも、もっと早く国会を

開き、幅広い声を聞き、一刻も早い経済対策とそ

れを裏付ける補正予算の編成を行うべきでした。　

　一国のリーダーとして、現状認識があまりに甘く、

対策があまりに遅いと言わざるを得ません。

　私たち国民民主党は、持続的な賃上げ実現と国

民の暮らしを守るため、10月11日、「生活減税」（①

所得税、②ガソリン税、③消費税、④法人税、それ

ぞれの減税）等を柱とした、「『国民に直接届く』緊

急経済対策｣を取りまとめ、公表しました。

　今後、政府の経済対策や補正予算に反映させ

るよう、強く働きかけて参ります。

　今年は、「過去126年で一番暑い夏」となり、９月に

なってもさらに記録的な猛暑が続くなど、まさに「異

常気象」となりました。６月から７月上旬までは、温

暖化の影響か、極端な大雨の発生頻度が増加し、

線状降水帯も各地で観測され、豪雨災害も多発し

ました。ところが、梅雨明け以降は一転、各地で少

雨が続き、干ばつに悩まされる事態となりました。

　夏の高温と水不足の影響で、県内でも庄内地方

を中心に、米の品質低下や収量減少に見舞われ

ており、供給量の減少が懸念されています。加え

て、野菜や果樹など秋の味覚も同様に、日焼け等

により品質が低下しているだけでなく、生産量の減

少により出荷量が少なく、軒並み高値となるなど、

農家や消費者に大きな混乱を及ぼしています。

　また、水温上昇による影響だけでなく、中国によ

る水産物の輸入禁止措置も加わり、ホタテを中心

に水産業の現場にも大きな影響が出ています。

　現在、食料安全保障の強化に向け、不測時に政

府が増産等を要請・指示できるようにすることを内

容とする法制化の議論が進んでいるようですが、

農家経済の悪化で農家戸数も農地面積も減少の

一途をたどっている中、真っ先に必要なのは、生

産基盤となる農地の維持・確保です。

 国民民主党は、農地の維持に対する「食料安全

保障基礎支払」の創設を提案しており、臨時国会

においても、平時からの食料自給率を高める議論

と並行して、政府に実現を迫って参ります。

続々配信中！

是非ご覧を！



•「地域公共交通は重要な社会基盤」
•「鉄道は…カーボンニュートラル実

現に向け、環境面においても大き
な役割」

•「公共交通機関を維持していくことは国としても大きな責任
を担わなければならない。」

•「そのための予算を用意しなければならない。国としても   
しっかりと拡充に向けて努力をしていきたい。」

•「これまでの日本における地域公
共交通の支援の姿に対して我々も
ある意味で反省がある。」

•「今年度補正予算、また来年度予
算で大きく、これを拡充する。」

•「災害でローカル鉄道が被害を受
けた場合、災害復旧はしっかりと
していきたい。」

　代表選挙の直接投票が行われ、地方議員
や一般党員・サポーターによる事前投票の
結果と合わせ、玉木雄一郎候補が再び代表
に選出されました。
　9月7日の両院議員総会で新体制が発足、
榛葉幹事長ほか、共に戦った前原議員は引き続き代表代行として留任することに
なり、私も引き続き参議院議員会長兼両院議員総会長を拝命しました。

　国民に寄り添う政党、政策先導型政党として、党関係者が一丸となって再スタートを
果たし、10月11日には政府、各党に先駆けて「緊急経済対策」を策定・公表しました。

　新潟県関川村で開催された米坂線整備促進期
成同盟会総会に、顧問として参加しました。
　昨年の第36回開催までは、利便性向上が中心的
課題でしたが、直後の８月３、４日の豪雨による橋
や線路の崩落で、今泉↔坂町間が不通になり復旧
の目処が立たず、「廃線」の危機感が強まる中、当会
の位置付けは大きく変化しました。
　川西町のNPO法人「えき・まち・ネットこまつ」や
賛同する高校生が署名活動を行っているほか、飯
豊町でもイベント等を通じて復旧の機運を高める
活動を行うなど、各地で様々な取り組みが行われて
いますが、当会として自治体横断的に意見を集約
し、具体的な取り組みや提案を行うべきです。
　私は、かねてから公共交通の重要性と国の責任
の明確化の必要性を訴えており、３月の参議院予
算委員会においても、総理と国土交通大臣に取り
組み強化を強く求めました。
　ＪＲの地方ローカル線の再生には、自治体の関
与と国の責任の両輪が重要であることを提言する
中川大先生（富山大学副学長）の論文でも、答弁の
ポイントをご紹介頂きました。

　総会でも、①
米坂線は単なる
地域の生活の
足であるばかり
でなく、国全体
の公共交通ネッ
トワーク上重要な路線であることから、国による支援
を強く求めるべきであること、②「公共」交通である
以上、民間任せではなく国の責任が重大であり、採
算性だけで議論すべきではないこと、等を指摘、当
会として国やJRにしっかり要望すべきことを申し上
げました。
　高齢者や学生等の交通弱者の足として、SDGsに
資する環境負荷の少ない交通手段として、インバウ
ンド需要をはじめ観光客の移動手段として、公共交
通の役割は増大しています。海外では路面電車の復
活や路線の拡充等、公共交通機関が充実し、旅行の
際の移動手段としても利便性を高めています。
　公共交通のあり方は党派を超えて取り組むべき
課題です。是非とも世界の潮流に逆行しないよう、皆
さんで声を上げていきましょう！

国民民主党臨時党大会～玉木候補が代表に再選9/2 
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　尾辻参議院議長を団長に、参議院各会派の代表
を構成員とする訪問団の一員として、ベトナム及び
シンガポールへの公式訪問を行いました。
　今回の訪問は先方政府からの公式招待によるも
ので、両国ともに国会での歓迎式典や国会議長と
の公式会談に臨みました。

　併せて、ベトナムにおいては両国議長による国会
前庭への植樹式や、国家主席ほか両国の友好議員
連盟所属議員との公式会談、技能実習生の送り出
し機関や日本人学校への訪問、日本への留学経験
者との意見交換等を行い、シンガポールにおいて
は、両国の友好議員連盟所属議員との会談や貿易
港として栄える港の視察等を行いました。
　両国とも初めての訪問でしたが、食や文化、国民
性などについて親近感を感じる場面がたくさんあ
り、改めて「アジア」の一員であることを実感。今後
の連携強化を図るためにも、今回のような議員外交
を含め、様々な分野での一層の交流による相互理
解の必要性を強く感じました。

　「来たれ挑戦者！」を掲げ、全国に先駆けて昨年12月17日に
開講したやまがた政治塾。無事に最終回を迎えた第4回プロ
グラムを終了した後、閉講式を行い、延べ135人に上るこれま
での参加者のうち、皆勤賞の12名に修了証を授与しました。
　「国民民主党山形県連　躍進の集い2023」に合わせて開催した今回
の講師には、政治ジャーナリストの角谷浩一さんをお迎えし、「ジャーナ
リズムから見た国民民主党」をテーマに、政界の裏話を交えつつ、国民
民主党の躍進に向けて示唆に富む貴重なお話しを頂きました。

ベトナム トゥオン国家主席と
シンガポール
パシルパンジャン港を視察

片桐勝寿 東根市議会議員
３期目当選 <推薦>

村山隆 中山町議会議員
３期目当選 <公認>

直島義友 高畠町議会議員
７期目当選 <推薦>

横山愛 天童市議会議員
初当選 <公認>

鈴木由美子 尾花沢市議会議員
２期目当選 <推薦>

竹俣朋 山辺町議会議員
２期目当選 <推薦>

こくみん福岡政治塾で

講師を務めました。

街頭演説にも参加 10/7

◆国の税収の上振れ分を減税で納税者に直接還元し、可処分所得を増やします。
◆予備費、教育国債（新規創設）も財源に加え、15兆円以上規模の経済対策実行を！

生活減税 ×4本柱 物価高騰・持続的な賃上げ対策 ×4本柱

 ×4本柱  ×4本柱 地方支援 ×4本柱

講師 角谷浩一氏


